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� ●井上武士と香川一郎　−昭和初期・子どもの唱歌と遊戯

井
上
武
士
と
香
川
一
郎

　

−

昭
和
初
期
・
子
ど
も
の
唱
歌
と
遊
戯

「
唱
歌
」と
唱
歌
遊
戯

封
建
制
身
分
社
会
の
も
と
で
は
、
歌
や
踊

り
は
、
身
分
・
階
級
ご
と
に
受
容
・
継
承
さ

れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
の
能
楽
・

謡
曲
は
武
士
が
、
歌
舞
伎
や
舞
踊
は
、
都
市

民
の
と
く
に
女
性
が
支
持
し
た
。
対
し
て
、

身
分
的
・
経
済
的
に
支
配
さ
れ
る
側
の
農
漁

民
・
職
人
な
ど
に
も
労
働
や
、
子
守
り
や
祝

い
な
ど
に
際
し
て
取
り
組
む
、
独
特
の
古
謡

や
踊
り
が
あ
っ
た
。
文
化
と
身
分
・
階
級
と

は
密
接
不
可
分
な
も
の
で
あ
っ
た
。

明
治
維
新
は
、
主
と
し
て
武
士
が
お
こ
し

た
政
治
変
革
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
後
の
政

府
が
採
用
し
た
近
代
化
政
策
が
、
農
漁
民
・

職
人
の
文
化
に
対
す
る
理
解
を
欠
い
た
こ
と

は
否
め
な
い
。
被
支
配
層
の
古
謡
や
踊
り
は
、

顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
歌
舞
音

曲
」
と
称
さ
れ
た
俗
歌
や
音
物
の
た
ぐ
い
は
、

卑
賤
な
身
分
が
な
り
わ
い
と
す
る
遊
芸
で
、

決
し
て
重
ん
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

芸
能
史
研
究
家
・
倉
田
喜
弘
氏
は
、
幕
末

の
日
本
人
は「
歌
わ
ぬ
」、
そ
し
て「
歌
え
ぬ
」

国
民
で
あ
っ
た
と
す
る
（『「
は
や
り
歌
」
の

考
古
学
』
二
○
○
一
年
刊
）。
そ
の
と
お
り

で
あ
ろ
う
。
日
本
人
は
「
う
た
（
歌
詞
）」

は
記
録
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、「
ふ
し
（
メ

ロ
デ
ィ
ー
）」
を
書
き
残
す
手
段
を
も
た
な

か
っ
た
。
庶
民
の
あ
い
だ
で
歌
わ
れ
る
古
謡

や
俗
歌
は
、
口
伝
に
よ
っ
て
普
及
す
る
範
囲

で
共
通
す
る
「
う
た
」「
ふ
し
」
を
基
本
と

し
つ
つ
も
、
そ
の
と
き
ど
き
の
気
分
で
、
別

の
「
う
た
」
が
途
中
で
挿
入
さ
れ
る
こ
と
も

あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
ま

た
「
ふ
し
」
も
ひ
と
つ
で
は
な
か
っ
た
。
日

本
人
固
有
の
音
階
は
、「
ヨ
ナ
4

4

抜
き
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
一
オ
ク
タ
ー
ブ
の
な
か
で
、

四
番
目
の
「
フ
ァ
」
と
七
番
目
の
「
シ
」
が

な
い
五
音
階
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
西
洋
の

平
均
律
に
合
わ
ず
、
ま
た
半
音
の
表
現
も
日

本
人
に
は
難
し
か
っ
た
。

明
治
政
府
が
、
文
部
省
選
定
の
「
唱
歌
」

を
も
っ
て
、
小
中
学
校
で
の
音
楽
教
育
を
す

す
め
て
い
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
中
心
人
物
の
一
人
が
、
伊
沢
修
二
で
あ

る
が
、
渡
米
体
験
を
も
つ
伊
沢
は
、
西
洋
に

な
ら
っ
て
音
楽
文
化
も
国
家
の
も
と
に
集
約

し
て
、
誰
も
が
同
じ
歌
を
同
じ
旋
律
で
き
ち

ん
と
歌
え
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
最
初
の
音

楽
教
科
書
で
あ
る
文
部
省
音
楽
取
調
掛
編

『
小
学
唱
歌
集　

初
編
』
の
発
行
は
、
明
治

一
四
（
一
八
八
一
）
年
で
あ
っ
た
。
同
書
は

西
洋
の
五
線
譜
で
旋
律
が
表
示
さ
れ
、
オ
ル

ガ
ン
・
ピ
ア
ノ
の
鍵
盤
楽
器
や
、
琴
・
バ
イ

オ
リ
ン
な
ど
で
一
斉
に
教
授
さ
れ
た
。「
歌

わ
ぬ
」「
歌
え
ぬ
」
日
本
人
に
対
し
て
は
、

二
つ
以
上
の
「
ふ
し
」
が
綾
な
す
ハ
ー
モ
ニ

ー
は
望
む
べ
く
も
な
く
、
ユ
ニ
ゾ
ン
＝
「
斉

唱
」
を
も
っ
て
歌
唱
力
を
た
か
め
る
こ
と
が

課
題
と
な
っ
た
。

唱
歌
教
育
は
当
初
か
ら
、
教
員
の
能
力
･

資
質
の
低
さ
や
、
教
育
を
う
け
る
子
ど
も
の

感
性
と
の
ず
れ
、
な
ど
多
く
の
問
題
が
指
摘

さ
れ
た
。「
学
校
唱
歌
、
校
門
を
出
ず
」
と

い
わ
れ
、
子
ど
も
の
感
性
と
か
け
は
な
れ
て

い
た
。
ま
た
当
時
の
教
員
は
、
教
科
の
一
つ

と
し
て
、
そ
れ
も
教
養
と
し
て
前
提
の
な
い

「
唱
歌
」
に
取
り
組
む
わ
け
で
あ
っ
た
か
ら
、

大
変
な
苦
労
が
あ
っ
た
。
実
際
に
授
業
と
し

て
「
唱
歌
」
が
導
入
さ
れ
る
時
期
は
、
学
校

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も

新
し
く
生
ま
れ
る
「
唱
歌
」
の
水
準
か
ら

推
し
て
、
日
本
人
の
音
楽
水
準
を
大
き
く

向
上
さ
せ
る
役
割
を
は
た
し
て
い
っ
た
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。
中
上
級
学
年
を
対
象

と
す
る
「
唱
歌
」
の
な
か
に
は
、「
港
」（
明

治
二
九
年
／
一
八
九
六
年
）
を
は
じ
め
と

す
る
三
拍
子
の
ワ
ル
ツ
唱
歌
や
、「
故
郷
」

「
朧
月
夜
」（
大
正
三
年
／
一
九
一
四
年
）

な
ど
の
叙
情
性
豊
か
な
歌
曲
、
が
生
み
出

さ
れ
た
。

「
唱
歌
」
を
定
着
・
普
及
さ
せ
る
手
段

と
し
て
、
遊
戯
を
さ
せ
な
が
ら
歌
を
体
得

さ
せ
る「
唱
歌
遊
戯
」が
採
用
さ
れ
た
。「
唱

歌
遊
戯
」
の
取
り
組
み
は
、
学
校
ご
と
に

さ
ま
ざ
ま
で
、
音
楽
に
通
じ
た
熱
心
な
教
師

が
存
在
す
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
た
。

そ
れ
で
も
、
横
浜
市
を
事
例
と
す
れ
ば
、
大

正
期
に
は
市
内
各
校
で
取
り
組
ま
れ
て
い
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
大
正
八（
一
九
一
九
）

年
七
月
一
日
、
当
時
の
開
港
記
念
日
を
祝
っ

て
開
港
記
念
会
館
で
挙
行
さ
れ
た
、
開
港
記

念
児
童
祝
賀
大
会
で
は
、
南
吉
田
小
学
校
磯

江
訓
導
の
指
導
に
よ
る
唱
歌
遊
戯
「
記
念

祭
」
が
当
日
の
呼
び
物
と
し
て
上
演
さ
れ
た
。

こ
れ
は
市
内
各
校
の
生
徒
一
一
八
名
が
登
場

す
る
も
の
で
、「
鶴
子
さ
ん
」「
達
磨
さ
ん
」

「
目
隠
し
鬼
」
を
軸
に
展
開
す
る
、
独
唱
と

輪
唱
と
合
唱
に
群
舞
を
か
ら
め
た
唱
歌
遊
戯

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
演
目
は
、、

上
演
を
前
に
し
た
通
し
稽
古
の
前
提
と
し
て
、

学
校
ご
と
に
相
応
の
練
習
が
必
要
で
あ
っ
た
。

児童三千の歓喜　　『横浜貿易新報』大正8（1919）年7月2日
開港記念会館が開館して2年目での最大催事となった。

「みずぐるま」の唱歌遊戯　　
大村芳樹著『音楽之枝折　下』（1887年刊）
『音楽之枝折』は、師範学校の唱歌教授法書として採用された。
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童
謡
運
動

「
唱
歌
」
そ
の
も
の
は
芸
術
的
に
進
展
し

た
も
の
の
、
大
正
期
に
な
る
と
こ
れ
を
批
判

的
に
と
ら
え
る
者
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
そ

の
最
た
る
も
の
は
、
大
正
中
期
か
ら
昭
和
初

期
の
童
謡
運
動
で
あ
る
。
童
謡
運
動
は
、
大

正
七
（
一
九
一
八
）
年
の
雑
誌
『
赤
い
鳥
』

創
刊
を
も
っ
て
は
じ
ま
り
、
翌
年『
金
の
船
』

創
刊
が
つ
づ
い
た
（
そ
の
後
『
金
の
星
』
と

改
題
）。
こ
の
二
誌
を
か
わ
き
り
に
、
昭
和

初
期
に
か
け
て
、『
童
話
』『
お
と
ぎ
の
世

界
』『
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
』
な
ど
の
多
く
の
雑

誌
が
新
作
童
謡
を
掲
載
し
た
。

『
赤
い
鳥
』
に
は
、
作
詞
家
と
し
て
北
原

白
秋
・
鈴
木
三
重
吉
・
西
条
八
十
ら
が
、
作

曲
家
で
は
成
田
為
三
・
草
川
信
・
弘
田
龍
太

郎
ら
が
つ
ど
っ
た
。『
金
の
船
』
は
野
口
雨

情
が
主
に
詞
を
書
き
、
本
居
長
世
・
中
山
晋

平
・
藤
井
清
水
ら
が
曲
を
作
っ
た
。

横
浜
を
歌
っ
た
「
赤
い
靴
」
や
、「
青
い

目
の
人
形
」（
ア
メ
リ
カ
人
形
の
上
陸
地
と

し
て
、
横
浜
港
以
外
の
想
定
は
難
し
い
）
は
、

野
口
雨
情
作
詞
・
本
居
長
世
作
曲
で
、
後
者

は
『
金
の
船
』
大
正
一
○
（
一
九
二
一
）
年

一
二
月
号
に
、
前
者
は
『
小
学
女
生
』
同
年

同
月
号
に
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
後

「
赤
い
靴
」
は
金
の
星
社
か
ら
出
版
さ
れ
た

野
口
の
第
二
童
謡
集『
青
い
目
の
人
形
』（
一

九
二
五
年
刊
）
に
収
録
さ
れ
た
。

今
日
の
音
楽
教
科
書
か
ら
は
想
像
で
き
な

い
が
、
戦
前
期
の
教
育
で
は
、
文
部
省
「
唱

歌
」
だ
け
が
音
楽
教
材
で
あ
っ
て
、
そ
の
他

の
歌
が
授
業
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
童
謡
運
動
の
側
か
ら
の
唱
歌
教
育
批
判

は
、
子
ど
も
の
わ
ら
べ
歌
な
ど
の
伝
統
を
顧

み
る
こ
と
な
く
、
西
洋
音
楽
を
押
し
つ
け
た

こ
と
、
子
ど
も
の
生
活
感
情
を
無
視
し
て
い

る
こ
と
、
な
ど
で
あ
っ
た
。
時
代
は
「
大
正

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
呼
ば
れ
た
時
期
で
、
個

人
の
内
面
や
意
志
が
重
ん
じ
ら
れ
、
そ
れ
は

子
ど
も
に
ま
で
及
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
勧
善

懲
悪
を
基
に
す
る
単
純
な
論
理
や
、
大
人
が

思
い
描
く
子
ど
も
の
理
想
像
の
押
し
つ
け
で

な
く
、
成
長
過
程
に
あ
る
子
ど
も
独
自
の
文

化
を
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。

童
謡
運
動
の
興
隆
を
後
押
し
し
た
も
の
は
、

日
本
の
レ
コ
ー
ド
産
業
で
あ
っ
た
。
と
く
に

大
正
後
期
に
な
る
と
技
術
が
す
す
ん
で
、
ラ

ッ
パ
吹
き
込
み
か
ら
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
吹

き
込
み
へ
と
移
行
し
、
子
ど
も
の
声
で
の
レ

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
が
、

童
謡
レ
コ
ー
ド
拡
大
の
技
術
条
件
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
童
謡
歌
手
の
第
一
号
が
、
作
曲
家

本
居
長
世
の
娘
み
ど
り
で
あ
り
、
妹
の
貴
美

子
も
童
謡
歌
手
と
し
て
活
躍
し
た
。
加
え
て
、

そ
れ
ま
で
の
レ
コ
ー
ド
生
産
が
、
日
本
で
吹

き
込
ん
だ
原
盤
を
、
本
国
の
レ
コ
ー
ド
会
社

工
場
に
送
り
、プ
レ
ス
し
た
レ
コ
ー
ド
を「
輸

入
」
す
る
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
た
が
、

レ
コ
ー
ド
関
税
が
高
率
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

日
本
国
内
で
の
プ
レ
ス
工
場
が
で
き
て
、
国

内
独
自
の
企
画
が
立
て
や
す
く
な
っ
た
こ
と

も
、童
謡
レ
コ
ー
ド
生
産
に
好
条
件
と
な
っ
た
。

唱
歌
科
指
導
員
・
井
上
武
士
の
登
場

井
上
武
士
（
一
八
九
四
～
一
九
七
四
）
は
、

童
謡
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」（
近
藤
宮
子
作
詞

／
昭
和
七
年
／
さ
い
た
さ
い
た
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
の
花
が
…
）
や
「
う
み
」（
林
柳
波
作
詞

／
昭
和
一
六
年
／
海
は
ひ
ろ
い
な
大
き
い
な

…
）
の
作
曲
者
で
あ
る
。
加
え
て
、
堀
内
敬

三
共
編
の
『
日
本
唱
歌
集
』（
岩
波
文
庫
・

一
九
五
八
年
刊
）
は
半
世
紀
以
上
版
を
重
ね

る
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
井

上
武
士
が
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
に
東

京
音
楽
学
校
を
卒
業
し
、
台
湾
と
長
野
で
音

楽
教
師
の
経
験
を
積
ん
だ
あ
と
、
大
正
一
三

（
一
九
二
四
）
年
か
ら
昭
和
六
（
一
九
三
一
）

年
の
約
七
年
間
、
唱
歌
指
導
の
た
め
横
浜
市

に
在
職
し
、そ
の
後
東
京
高
等
師
範
学
校（
戦

後
は
東
京
教
育
大
学
）
訓
導
に
転
じ
た
こ
と

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
（
平
野
「
昭
和

初
期
の
二
つ
の
楽
譜
」『
開
港
の
ひ
ろ
ば
』

一
○
五
号
／
二
○
○
九
年
七
月
号
）。
井
上

は
、
戦
後
は
東
京
芸
術
大
学
や
東
京
音
楽
大

学
な
ど
で
教
鞭
を
と
り
、
音
楽
教
育
の
大
家

と
し
て
の
生
涯
を
送
っ
た
。

井
上
は
、
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
六

月
に
青
木
小
学
校
訓
導
と
し
て
赴
任
し
た
。

二
九
才
一
○
ヶ
月
の
青
年
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
「
横
浜
市
小
学
校
唱
歌
科
指
導
員
」
も
委

嘱
さ
れ
た
。
井
上

の
回
想
録
「
音
楽

教
師
50
年
（
６
）」

（『
教
育
音
楽　

小
学
版
』
一
九
六

四
年
九
月
号
）
に

よ
れ
ば
、
当
時
は

関
東
大
震
災
後
間

も
な
い
時
期
で
、

市
役
所
は
バ
ラ
ッ

ク
の
仮
住
ま
い
、
訪
問
し
た
北
方
小
学
校
の

校
長
室
も
「
ど
こ
か
で
ひ
ろ
っ
て
来
た
か
古

畳
が
敷
い
て
あ
り
、
古
障
子
が
立
て
て
あ
」

る
状
態
で
、
井
上
は
正
直
「『
え
ら
い
と
こ

ろ
に
来
た
わ
い
』
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
」。教

員
と
し
て
の
井
上
は
、
ほ
ぼ
毎
日
市
内

の
三
六
校
を
一
校
ず
つ
ま
わ
っ
て
一
～
二
時

間
、
唱
歌
を
指
導
し
た
。
横
浜
市
が
特
別
予

算
を
組
ん
だ
こ
と
で
、
教
材
集
や
参
考
書
を

そ
ろ
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
震
災
で

焼
失
し
た
「
横
浜
市
小
学
校
唱
歌
科
教
授
細

目
」
を
石
版
印
刷
で
復
刊
し
て
統
一
し
た
唱

歌
授
業
を
可
能
と
し
た
。
ま
た
市
内
三
六
校

中
、
ピ
ア
ノ
の
な
い
二
六
校
に
対
し
て
、
有

吉
忠
一
市
長
に
か
け
あ
っ
て
、
全
校
に
ピ

ア
ノ
を
備
え
つ
け
た
の
も
井
上
の
功
績
で

あ
っ
た
。

井
上
は
、
自
ら
が
直
面
し
た
横
浜
の
唱
歌

教
育
の
問
題
と
し
て
、
対
談
の
な
か
で
以
下

の
二
点
を
挙
げ
て
い
る
。

第
一
は
、「
八
分
の
六
拍
子
の
歌
を
、
音

符
を
の
ば
し
て
、
四
分
の
四
拍
子
と
し
て
教

え
て
い
た
り
し
た
も
の
で
、
中
に
は
ず
い
ぶ

井上武士　　
井上武士著『唱歌の研究授業』（1939年刊）
40歳代前半頃の井上の肖像写真。
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ん
ひ
ど
い
の
も
あ
り
ま
し
た
」。「
そ
れ
を
な

お
す
と
、
あ
と
で
校
長
室
で
『
ど
こ
が
わ
る

い
ん
で
す
か
』
と
、
そ
う
い
う
ん
だ
か
ら
、

ど
こ
っ
た
っ
て
、
み
ん
な
変
な
ん
だ
か
ら
し

ょ
う
が
な
い
（
笑
）」。
す
な
わ
ち
、
日
本
人

に
と
っ
て
難
し
い
拍
子
を
、
伝
統
的
に
親
し

み
や
す
い
拍
子
に
改
変
し
て
指
導
し
、
そ
の

自
ら
の
改
変
に
気
づ
か
な
い
教
師
の
存
在
が

あ
っ
た
。

第
二
に
「
低
学
年
の
先
生
と
き
た
ら
、
生

徒
に
歌
を
教
え
る
の
に
、
す
ぐ
振
り
つ
け
を

し
て
遊
戯
に
し
て
し
ま
う
人
が
よ
く
あ
っ
て

ね
」。「
自
分
で
は
ろ
く
に
歌
え
な
い
ん
で
、

そ
う
し
て
ご
ま
か
し
ち
ま
う
ん
で
、
幼
稚
園

の
遊
戯
の
よ
う
な
の
を
、
そ
の
ま
ま
小
学
校

に
も
ち
こ
ん
で
し
ま
う
。
そ
れ
が
し
か
も
、

い
つ
も
型
が
き
ま
っ
ち
ゃ
っ
て
て
ね
。
な
ん

か
と
い
う
と
、
口
の
所
に
手
を
あ
て
た
り
、

ピ
ョ
ン
と
と
ん
だ
り
、
困
る
と
手
を
叩
い
て

ご
ま
か
し
ち
ま
う
」
と
い
う
、
遊
戯
に
逃
げ

て
唱
歌
指
導
そ
の
も
の
を
お
ろ
そ
か
に
し
て

い
る
こ
と
。
以
上
の
二
点
で
あ
っ
た
（「
井

上
武
士
」、
宮
沢
縦
一
編
著
『
明
治
は
生
き

て
い
る

－

楽
壇
の
先
駆
者
は
語
る
』
一
九
六

五
年
刊
）。
こ
の
こ
と
は
、
別
に
横
浜
だ
け

の
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
当
事
者

井
上
の
言
葉
で
当
時
の
横
浜
の
音
楽
教
育
の

問
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
問
題
を
ふ
ま
え
て
、
若
い
井
上
は
、

各
学
校
の
唱
歌
主
任
や
音
楽
好
き
の
教
師
を

あ
つ
め
て
唱
歌
の
講
習
、
す
な
わ
ち
教
員
の

再
教
育
を
は
じ
め
る
。
ま
た
全
市
合
同
の
音

楽
会
も
挙
行
し
た
。
こ
れ
は
当
初
一
日
で
お

こ
な
っ
た
が
、
合
併
に
よ
る
市
域
拡
大
も
あ

っ
て
七
二
校
に
小
学
校
が
拡
大

す
る
と
、
北
部
・
中
部
・
南
部

に
分
け
て
、
三
日
の
日
程
で
お

こ
な
う
よ
う
に
な
っ
た
。

井
上
の
唱
歌
指
導
員
と
し
て

の
作
曲
活
動
と
し
て
は
、①「
人

形
を
送
る
歌
」、
②
復
興
小
学

校
の
「
落
成
式
の
歌
」、
③
横

浜
聯
合
青
年
団
々
歌
、
の
制
作

が
、
前
掲
「
音
楽
教
師
50
年
」

に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
①
に
つ
い
て
の
み
付

言
す
れ
ば
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
三
月

に
ア
メ
リ
カ
か
ら
届
い
た
親
善
人
形
「
青
い

目
の
人
形
」
に
対
す
る
答
礼
と
し
て
、
日
本

か
ら
市
松
人
形
五
八
体
が
作
ら
れ
て
、
同
年

一
○
月
に
送
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
答
礼

人
形
を
送
る
歌
「
人
形
を
送
る
歌
」
は
、
高

野
辰
之
作
詞
、
井
上
の
東
京
音
楽
学
校
時
代

の
恩
師
で
、
横
浜
市
へ
の
就
職
を
斡
旋
し
た

島
崎
赤
太
郎
の
作
曲
で
作
ら
れ
た
。
こ
の
と

き
横
浜
市
の
答
礼
人
形
「
浜
子
さ
ん
」
の
歌

と
し
て
、
横
浜
市
視
学
水
島
藤
吉
作
詞
・
井

上
作
曲
で
同
名
の
「
人
形
を
送
る
歌
」
が
作

ら
れ
、
一
○
月
一
○
日
開
港
記
念
会
館
で
の

送
別
会
で
市
内
五
六
小
学
校
の
女
子
生
徒
が

歌
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
に
は
、

天
皇
の
大
礼
奉
祝
唱
歌
に
応
募
し
て
入
選
し
、

作
曲
家
と
し
て
の
力
量
を
示
し
た
。
そ
れ
ば

か
り
で
な
く
、
横
浜
市
在
職
中
「
井
上
武
士

創
作
曲
集
」
と
題
し
た
童
謡
集
の
連
作
『
第

一
編　

紅
緒
の
ぽ
っ
く
り
』『
第
二
編　

ふ

う
せ
ん
』『
第
三
編　

四
つ
の
ほ
し
』『
第
四

集　

ア
ン
テ
ナ
』『
第
五
集　

兎
の
読
本
』

『
第
六
集　

蟻
の
行
列
』
を
音
楽
出
版
大
手

の
共
益
商
社
か
ら
発
行
し
た
。
こ
の
「
創
作

曲
集
」
に
は
、
井
上
の
作
詞
作
品
も
収
録
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
四
部
・
単
声
・
混

声
の
「
合
唱
集
」
も
出
版
、
西
洋
歌
曲
の
合

唱
曲
へ
の
編
曲
し
た
楽
譜
も
出
版
し
、
作
曲

家
・
編
曲
家
と
し
て
、
井
上
は
横
浜
時
代
に

お
そ
ら
く
最
も
充
実
し
た
時
期
を
過
ご
し
た

と
い
え
る
。
そ
し
て
こ
の
時
期
の
実
績
を
も

と
に
、「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」
は
誕
生
し
た
の

で
あ
る
。

井
上
は
横
浜
時
代
を
振
り
返
り
「
こ
こ
に

い
た
満
七
年
と
二
か
月
は
、
私
の
人
間
と
し

て
の
、
又
は
音
楽
教
育
者
と
し
て
の
修
養
時

代
で
あ
っ
た
」
と
位
置
づ
け
た
（「
私
の
音

楽
教
育
遍
歴
」『
教
育
音
楽
』
一
九
五
五
年

七
月
号
）。
唱
歌
科
指
導
員
と
し
て
、
作
曲

家
と
し
て
多
様
な
活
動
を
横
浜
で
残
し
た
井

上
武
士
は
、
そ
の
実
績
を
も
と
に
、
東
京
高

等
師
範
学
校
に
移
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

童
謡
遊
戯
の
振
付
者
・
香
川
一
郎

一
方
、
童
謡
運
動
の
隆
盛
を
背
景
に
し
て
、

童
謡
を
音
楽
と
し
た
遊
戯
（
ダ
ン
ス
）
も
盛

ん
に
な
っ
た
。
学
校
現
場
で
の
遊
戯
は
、
音

楽
の
側
か
ら
の
唱
歌
遊
戯
と
と
も
に
、
体
育

の
側
か
ら
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
制
定

の
「
学
校
体
操
教
授
要
目
」
の
な
か
に
「
動

作
遊
戯
」
と
「
行
進
遊
戯
」
が
定
め
ら
れ
、

一
定
の
教
材
が
示
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
は

厳
格
な
も
の
で
は
な
く
、
教
育
現
場
で
の
裁

量
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
大
正

一
五
（
一
九
二
六
）
年
、
昭
和
一
一
（
一
九

三
六
）
年
と
「
要
目
」
が
改
正
さ
れ
、
全
体

的
に
統
制
化
・
軍
国
主
義
化
が
す
す
み
、
遊

戯
に
も
そ
の
影
響
が
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い

っ
た
。

童
謡
遊
戯
は
、
そ
の
よ
う
な
事
態
に
対
し

て
、
子
ど
も
独
自
の
表
現
を
重
ん
じ
る
立
場

か
ら
興
隆
し
た
。
そ
の
な
か
に
は
、
ド
イ
ツ

表
現
主
義
の
影
響
を
う
け
た
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス

の
石
井
漠
や
江
口
隆
哉
、
女
子
校
ダ
ン
ス
の

教
育
者
で
あ
る
戸
倉
ハ
ル
や
三
浦
ヒ
ロ
、
民

間
か
ら
は
土
川
五
郎
や
印か
ね
ま
き牧

季
雄
、
柿
沢
充

ら
が
い
た
。
童
謡
と
同
じ
く
、
レ
コ
ー
ド
会

社
も
こ
れ
を
後
押
し
し
て
、
踊
り
の
振
り
付

け
を
記
し
た
歌
詞
カ
ー
ド
を
レ
コ
ー
ド
に
つ

け
て
販
売
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

横
浜
に
は
、
南
太
田
町
で
「
児
童
遊
戯
研

究
会
」
を
か
ま
え
た
香
川
一
郎
が
い
た
。
香

川
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
分
か
ら

ず
、
そ
の
著
作
に
つ
い
て
も
国
公
立
図
書
館

等
で
残
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か

し
入
手
で
き
た
資
料
を
紡
い
で
、
い
さ
さ
か

な
り
と
も
そ
の
人
物
に
迫
っ
て
み
よ
う
。

香
川
は
、
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
初
春

の
文
章
で
、「
私
は
過
去
十
余
年
間
、
リ
ズ

ミ
カ
ル
な
運
動
を
通
じ
て
の
教
育
に
相
当
大

「歓迎の歌〔グローリア〕」楽譜　　1927年刊
モーツァルト歌曲を女性三部合唱曲に編曲
したもの。井上は作詩もしている。
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き
な
期
待
を
以
っ
て
、
明
る
い
純
な
子
供
の

世
界
を
未
熟
な
が
ら
も
拙
作
『
教
育
舞
踊
』

の
中
に
表
現
し
よ
う
と
努
力
し
ま
し
た
」

（「
序
言
」『
児
童
遊
戯
集
』）
と
記
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
香
川
は
大
正
中
・
後
期

に
児
童
の
遊
戯
に
取
り
組
み
は
じ
め
た
こ
と

が
わ
か
る
。
実
際
、
香
川
の
『
教
育
舞
踊
』

は
、「
昭
和
八
年
度
版
」
が
第
十
一
輯
に
あ

た
り
、
毎
年
一
輯
ず
つ
発
行
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
か
ら
（
巻
末
の
「
香
川
一
郎
著
作
集
」

広
告
よ
り
）、
逆
算
す
れ
ば
大
正
一
二
年
が

第
一
輯
を
発
行
し
た
時
期
と
な
る
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
童
謡
運
動
華
や
か
で
あ
っ
た
時
期

に
児
童
遊
戯
の
研
究
に
乗
り
出
し
た
一
人
で

あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

香
川
は
、
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
四

月
～
翌
年
三
月
ま
で
確
認
で
き
る
月
刊
『
音

楽
講
義　

歌
と
振
』（
孔
版
印
刷
）
で
、
戦

前
～
戦
後
の
児
童
舞
踊
の
指
導
者
で
あ
る
印

牧
季
雄
・
柿
沢
充
ら
と
と
も
に
、
踊
り
の
振

り
付
け
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
『
歌
と
振
』

大
正
一
五
年
十
一
月
号
の
「
講
師
転
居
お
知

ら
せ
」
欄
に
は
、
香
川
が
南
太
田
二
一
二
二

番
地
に
転
居
し
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
以
前
の
居
所
は
不
明
で
あ
る
。

確
認
し
え
た
香
川
の
著
作
は
す
べ
て
、
奥

付
や
刊
記
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
前
記

『
児
童
遊
戯
集
』
の
序
言
に
記
さ
れ
た
年
月

な
ど
を
わ
ず
か
な
手
が
か
り
と
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
が
、
香
川
の「
児
童
遊
戯
研
究
会
」

は
、
昭
和
七
年
段
階
で
は
横
浜
市
南
太
田
一

六
○
九
番
地
に
あ
る
。
香
川
が
南
太
田
内
で

転
居
し
た
か
、
あ
る
い
は
舞
踊
練
習
場
な
ど

を
別
に
建
て
た
か
定
か
で
は
な
い
。

香
川
が
著
し
た
振
付
集
と
し
て
は
、
確
認

し
え
た
『
児
童
遊
戯
集
』『
児
童
遊
戯
』『
児

童
新
舞
踊
』『
教
育
遊
戯
』
い
ず
れ
も
活
版

印
刷
で
あ
る
も
の
の
、
振
付
は
図
示
さ
れ
て

い
な
い
。
こ
の
点
、
本
邦
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
の

祖
で
あ
る
石
井
漠
著
『
子
供
の
舞
踊
』（
一

九
三
六
年
刊
）
が
女
子
の
写
真
入
り
で
要
所

要
所
の
振
付
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
に
比
較

す
る
と
、
や
や
物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
。

こ
こ
ろ
み
に
、北
原
白
秋
作
詞
の
童
謡「
砂

山
」
の
振
付
の
冒
頭
部
分
は
、
以
下
の
よ
う

で
あ
る
（
◇
が
歌
詞
）。

◇
海
は
…

　

�　

右
足
を
一
歩
右
側
に
開
き
、
両
手
を
自

然
に
な
し
て
、
右
方
に
左
前
下
方
よ
り
振

り
上
げ
る
、
右
足
を
右
方
に
出
す
と
同
時

に
手
を
振
る
、
足
は
少
し
浮
か
し
、
大
波

の
打
ち
寄
せ
る
如
き
心
持
に
て
顔
は
稍や
や

右

方
に
向
く

◇
荒
…

　

�　

左
足
を
右
足
に
つ
け
る
と
同
時
に
右
上

方
に
振
り
上
げ
た
る
両
手
を
自
然
に
体
前

下
方
に
下
ろ
す

◇
海
…

「
海
」
と
同
じ
表
情
を
右
方
に
行
ふ

◇
向
か
ふ
は
…

　

�　

両
手
を
下
ろ
す
と
同
時
に
左
足
を
左
方

に
小
さ
く
一
歩
踏
み
出
し
、
爪
先
を
稍
左

方
に
向
け
体
を
稍
左
方
に
捻
る
、
右
手
の

人
差
指
で
左
方
を
指
し
顔
は
指
先
の
方
向

を
見
る

◇
佐
渡
よ
…

右
足
を
左
足
の
前
方
に
一
歩
出
す

�

（『
児
童
遊
戯
集
』
五
○
～
五
一
頁
）

以
上
の
よ
う
な
次
第
で
あ
る
。
振
付
を
図

示
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
す
べ
て
を
表
現
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
香
川
の
著
作
は
、
子

ど
も
に
振
付
を
直
接
理
解
さ
せ
る
た
め
の
も

の
で
は
な
く
、
遊
戯
指
導
者
に
対
し
て
振
付

の
内
容
を
示
す
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。

活
版
印
刷
の
振
付
集
に
対
し
て
、
確
認
で

き
る
か
ぎ
り
で
は
あ
る
が
、
楽
譜
集
『
遊
戯

の
譜
と
歌
』
は
孔
版
印
刷
で
あ
り
、
特
殊
で

費
用
の
か
か
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
譜
の
印
刷
を

「
手
仕
事
」
で
対
応
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

奥
付
・
刊
記
の
な
い
振
付
集
、
手
仕
事
の
孔

版
印
刷
に
よ
る
楽
譜
の
発
行
と
い
う
方
式
で
、

香
川
は
み
ず
か
ら
の
児
童
遊
戯
の
普
及
を
は

か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
香
川
の
著
作
が
、

全
国
の
図
書
館
で
今
日
ま
で
残
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
理
由
の
一
端
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
大
正
後
期
～
昭
和
初
期
に
児
童
舞
踊
史

に
名
を
残
す
指
導
者
で
あ
る
印
牧
や
柿
沢
に

近
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
香
川
が
、
ど
う
し
て

そ
の
後
か
え
り
み
ら
れ
る
存
在
と
な
ら
な
か

っ
た
か
。
全
日
本
児
童
舞
踊
家
連
盟
編
『
児

童
舞
踊
五
十
年
史
』（
一
九
五
八
年
刊
）
で
、

外
国
よ
り
輸
入
さ
れ
た
「
行
進
遊
戯
」
の
大

正
時
代
の
指
導
者
の
一
人
と
し
て
、
わ
ず
か

に
そ
の
名
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
（
一
二
二

頁
）。
あ
る
い
は
、
同
書
で
「
創
作
を
主
と

し
た
」
洋
舞
風
の
指
導
者
と
位
置
づ
け
ら
れ

る
印
牧
や
柿
沢
ら
と
は
、
異
な
る
流
れ
に
属

し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

と
も
あ
れ
、
資
料
は
香
川
一
郎
の
歴
史
的

な
存
在
証
明
で
も
あ
る
。
横
浜
に
あ
っ
て
新

た
な
児
童
舞
踊
の
創
出
に
努
力
し
た
彼
の
功

績
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
課
題

で
あ
る
。�

（
平
野
正
裕
）

香川一郎（右）とその講習会の光景
香川一郎著『児童遊戯集』（児童遊戯研究会発行／刊記なし）　
遊戯指導者に対する講習であろう。

香川一郎の振付が掲載された『歌と振』　　
『歌と振』大正15（1926）年4月号
鹿島鳴秋作詞・弘田龍太郎作曲・香川一郎振付「夜の貝」
の部分。歌詞に振りが図示されている。


